
年 度 平成２９年度 平成２８年度

種 別 数学Ａ 数学Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

平均
県 22.1問／36問 6.8問／15問 21.5問／36問 6.2問／15問

正答数 全国 23.3問／36問 7.2問／15問 22.4問／36問 6.6問／15問

平均
県 ６１％ ４６％ ６０％ ４１％

正答率 全国 ６５％ ４８％ ６２％ ４４％

課題１＜Ａ問題＞ 設問番号 □14 （２）

【設問の概要】
与えられた度数分布表につい

て，ある階級の相対度数を求める
ことができる。

【平均正答率(%)】
本県 全国 差 自校

□14（２）４２ ４６ －４

＜本県の主な誤答傾向＞
正答 主な解答
◎ ０.１ ４２％

３ １５％

14(2)正答率は42％と低く，階級の度数と混同している生徒が多い。相対度数の意味が理
解できていない生徒が多い。度数や相対度数，階級，階級値等基本的な用語の意味は徹底

して指導したい。
なお，関数の意味や反比例の「比例定数」，一次関数の「変化の割合」の意味等の基礎的

事項を問う問題の正答率も低い。

○ 単元の導入段階で，その単元と関連した既習の内容が定着しているかを把握するよう，
学び直しを意識しながら，その単元内容の定着を図る取組を充実させたい。

課題１＜Ａ問題＞ 与えられた度数分布表について，ある階級の相対度数を求めることが

できる。

課題２＜Ｂ問題＞ 回転移動に着目して２つの図形の関係を捉え，数学的な表現を用いて

説明することができる。

課題３＜Ｂ問題＞ 事象を数学的に表現したり，数学的に表現された結果を事象に即して

解釈したりすることを通して，事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明す

ることができる。

課題４＜Ｂ問題＞ 資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明す

ることができる。

数 学【中学校第３学年】

正答の状況

今回の調査結果から明らかになった課題

課題が見られた問題の概要（Ａ問題）

課題が見られた問題の概要，問題点とその改善点（Ａ問題）

問題点と改善点（Ａ問題）



課題２＜Ｂ問題＞ 設問番号 □１ （２）

【設問の概要】
回転移動に着目して２つの図形の関係

を捉え，数学的な表現を用いて説明する
ことがことができる。

【平均正答率(%)】

本県 全国 差 自校

１（２） １２ １４ －２

＜本県の主な誤答傾向＞
正答 選 択 肢 類型

(%)

◎ ①，②，③を記述 ６

○ ①，③の記述 ６
①と回転移動の説明を記述

①，②を記述又は①のみ １８

②，③の記述又は②のみ ２

③の記述があり②が不十分
②のみ ７

①，②，③の記述に誤りが ３１
あるもの

無解答 １６

＜正答の条件＞
①｢点Ｂを中心に」などの回転の中心の位置

②｢時計回りに｣などの回転の方向
③｢120°｣などの回転角の大きさ

本問題は，回転移動に着目して２つの図形の関係を捉え，数学的な表現を用いて説明

することができるかを問う問題である。正答率は，12％と極端に低く，回転移動を数学

的な表現を用いて説明することに課題がある。

○ 正答の条件①②③の記述に誤りがある生徒が31％いる。その中には，回転角の大き

さ120°が捉えられずに，180°の回転移動のように誤った記述をしているものがある。

○ また，具体的に数を用いて説明を記述できていない解答も多い。図形の移動を，数

学的な表現を用いて説明することに課題がある。

○ 数量や図形に着目して見いだした事象の特徴を数学的に表現できるようにすること

が大切である。

○ 図形の移動については，移動前の図形と移動後の図形の間に成り立つ事柄を説明さ

せる活動も取り入れることが考えられる。その際，色画用紙等で作成された教具など

を用いて操作する活動を取り入れるなど工夫をしたい。

問題点とその改善点（Ｂ問題）

課題が見られた問題の概要（Ｂ問題）

課題が見られた問題の概要，問題点とその改善点（Ｂ問題）



課題３＜Ｂ問題＞ 設問番号 □２ （３）

【設問の概要】
事象を数学的に表現したり，数学的に

表現された結果を事象に即して解釈した
りすることを通して，事柄が成り立つ理
由を筋道立てて説明することができる。

【平均正答率(%)】
本県 全国 差 自校

２（３） １３ １４ －１

＜本県の主な誤答傾向＞
正答 選 択 肢 類型

(%)
◎ ①，②，③を記述 ５

①，②，③について記述し
○ ているが①，②について十 ２

分でない
○ ①，②のみ記述 ６

無解答 ２２

＜正答の条件＞
① 囲まれていないストローの本数が６本

②１つの囲みに５本，その組が(ｎ－１)個
③必要な本数は，囲まれているストローと囲

まれていないストローの本数の和

本問題は，事象を数学的に表現したり，数学的に表現された結果を事象に即して解釈

したりすることを通して，事象が成り立つ理由を筋道立てて説明することができるかど

うかを問う問題である。

○ 誤答の傾向は，「６＋５(ｎ－１)」の「６」については左端の六角形のストローの数

の６本を示すこと，「５(ｎ－１)」の「５」については２番目以降の六角形のストロー

の数の１本を除いた５本の意味だということはわかっているものの，その後のｎ－１

の意味がとらえれていない。六角形の辺から１を引くということから「ｎ－１」であ

るという誤答が多く，六角形の個数とストローの本数を混同していると考えられる。

○ 昨年度，かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステムを活用した中１の数学の重点課題へ

の取組として実施した問題が，今回のＢ問題の２のストローの問題の類題であったが，

本問題の正答率は高くなかった。

○ 事柄の意味を事象に即して読み取り，言葉や図，式を関連付けながら，説明させる

活動を取り入れることが大切である。

○ ３年間の学習内容の定着を図るために，課題のある問題については，かごしま学力

向上支援Ｗｅｂシステムに掲載している他の学年の評価問題にも取り組むことが有効

である。

問題点とその改善点（Ｂ問題）

課題が見られた問題の概要（Ｂ問題）



課題４＜Ｂ問題＞ 設問番号 □５ （３）

【設問の概要】
資料の傾向を的確に捉え，判断の理由

を数学的な表現を用いて説明することが
できる。

【平均正答率(%)】
本県 全国 差 自校

５（３） １３ １８ －５

＜本県の主な誤答傾向＞
正答 選 択 肢 類型

(%)
◎ ①，②を記述 ４

○ ①のみを記述 １０

無解答 ３１

＜正答の条件＞
① 420分未満の度数分布多角形よりも420分

以上の度数分布多角形の方が右側にある
② １週間の総運動時間が420分以上の女子

は，420分未満の女子より体力テストの合
計点が高い傾向にある

本問題は，資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明するこ
とができるかどうかを問う問題である。
○ 本県の正答率が13％であり，無解答が31%おり，見通しがたたず，どのように説明し

てよいかわからずに記述できなかった生徒が多かったと考えられる。
○ 誤答傾向としては，｢相対度数が高いから」「最大値に10点の差がある」など，ある

代表的な点を比較しており，度数分布多角形の形状に着目して判断していないものが
多い。

○ 資料を整理して情報を読み取り，代表値を用いて資料の傾向を読み取ったり，度数
分布多角形を用いて複数の分布の特徴を捉え，比較するなどの具体的場面を設定し，
取り組ませることが大切である。

コラム③ 統計的な内容の改善・充実を！

平成29年３月に告示されました新学習指導要領(算数，数学）に統計的
な内容等の改善･充実を図ることが重点の一つとして示されました。

社会生活などの様々な場面において，必要なデータを収集して分析し，
その傾向を踏まえて課題を解決したり意思決定をしたりすることが求め
られています。

小学校では，度数分布を表やグラフで表したり，平均や散らばりを調
べるなどの活動を通して，統計的に考察したり，平均値，中央値などの
代表値を用いて特徴を捉えたりすることを学習します。中学校では，統
計的な内容を引き続き言葉や数，式，図，表，グラフなどの数学的な表
現を用いて論理的に考察し表現したり，考えを深めたりする学習をして
いきます。
委員会活動等の充実も図るために，算数・数学で学習した内容と委員会

活動等を関連付けながら，例えば，50ｍ走や持久走の記録，給食におけ
るカロリー量，読書量などのデータを収集し，表やグラフに表し，分析
させたりすることを日頃から取り組んでみてはいかがでしょうか。

問題点とその改善点（Ｂ問題）

課題が見られた問題の概要（Ｂ問題）


